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初刷（令和 4年 1月 30日発行）の正誤表

場所 誤 正
p.40，下から 10行目 であるとき，f : I → Rは であるとき，可積分関数 f : I → Rは
p.67，上から 5行目 を設けねばならないが， を設けねばならないが（これはルベーグ

積分でも同様），
p.96，下から 5行目 ライプニッツ・ルールを起用して， ライプニッツ・ルールを適用して，
p.132，下から 6行目 (Ek), R

N を R
N ⊃ Ek を

p.160，上から 10行目 μ{σ−1(σ(Uk ∩ ∂I))} μ{σ̃−1(σ(Uk ∩ ∂I))}
p.231，下から 3行目 ∂Mの向き付けは ∂Mより誘導された

ものとする
∂M の向き付けはM より誘導された
ものとする

p.241，下から 10, 9行目 直線 {(x, 0, 1/2) :
x ∈ R}の

直線 {(x, 0, 1/2) : x ∈ R}の
（改行しない）
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